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来週の投資戦略 (10/6-10)
高市自民党総裁誕生で

2025 年 10 月 5 日

小松 徹

注目事項 － 見所

小売企業決算 ― ファーストリテイリング（9983）の今期見通しは？
ノーベル賞発表 ― 日本人受賞者はいるか？
10 月 8 日、米連邦公開市場委員会（FOMC）議事要旨 ― 多数で 0.25％利下げ？

株式市場見通し

土曜日午後開催の自民党総裁選挙で高市早苗氏が決選投票を制し、第 29 代総裁に就
任した。これを受けて、来週はいわゆる高市トレード（注）で開けよう。正確に言えば、
先週金曜日の日経 225 の大幅高は高市氏勝利を見越した円売り・株買いのポジション
作成による。これがいつまで続くか。財政の拡大を懸念する債券投資家の売りで、長
期金利がさらに上昇すれば、そこでいったん利益確定の売りが出そうだ。記者会見で
様々な財政支出案を披露している。今月中旬までに高市氏がどの野党と話し合いをし
て、連立を目指すのか目が離せない。

来週は主に小売企業の決算が発表されるが、期待度は低そうだ。すでに多くの銘柄の
株価が下落基調にある。決算発表は、火曜日のパルグループホールディングス（2726）、
水曜日のエービーシー・マート（2670）、ウエルシアホールディングス（3141）、木
曜日のトレジャー・ファクトリー（3093）、セブン&アイホールデイングス（3382）、
ファーストリテイリング、金曜日の良品計画（7453）など。最も注目のファーストリ
テイリングの営業利益をアナリストは前期が９％増、今期が７％増と予想している。
もし、このように発表しても投資家は満足しないだろう。当社の成長力は少なくとも
年間 15％と見ているからだ。

ところで、9 月第 4 週も現物市場で海外投資家が 56 百億円売り越した（前週は 29 百
億円、前々先週も 69 百億円）。先物市場でも今回は 68 百億円売り越した（前週は 56
百億円買い越）。驚くのは証券会社の自己部門が１兆 11 百億円も買い越した（前週は
75 百億円）。ただ、今回は先物市場で少額しか売り越しておらず、一体どれほどポジ
ションを積み上げているのか不思議で、近いうちにその処分が分かるかもしれない。

最後に米国の政府閉鎖について。この影響でやはり先週金曜日に９月の米国雇用統計
が発表されなかった。雇用統計は最も注目されている経済指標で、この悪化を根拠に
米連邦準備制度理事会（FRB）が利下げを再開したばかりだ。今月の利下げはどうな
るのか、投資家は気を揉むだろう。米国の市場を見る限り、短期間で決着すると見て
いるようだが、もし、トランプ米大統領が目論んでいる職員の大量解雇が実現するよ
うだと、その経済的な影響はもちろん、市場への影響も大きいだろう。

（注）財政金融緩和策を見込んで円安・株高を期待する取引

KPA の投資戦略
ロング（買い） ショート（売り）

好財務の割安株、今期増益株 高 PB 低位株、高 PE 新興株

(注) ヘッジ・ファンド向け戦略としての一例。投資期間は半年程度を想定。
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